
「臼田小 さわやかですね。」 

 １学期、臼田小学校には多くの来校者の方がいらっしゃいました。その来校者の方をご案内して

いると、廊下の向こうから歩いてきた高学年の子どもが、お客様の目をまっすぐに見つめて、ごく

自然に「こんにちは」と声をかけました。 

気負う風もなく、澄んだ水のように差し出されたそのひとこと。 

挨拶を受けたお客様は、ふっと目元を緩め、私にこう囁いてくださいました。 

「臼田小学校は、本当にさわやかですね」 

その言葉を聞いた瞬間、私は自分のこと以上に誇らしく、胸がじんわりと熱くなるのを感じまし

た。全校児童のうちの、ほんの数人が見せた何気ないしぐさ。しかし、そのぬくもりが伝わるよう

な小さな一言が、この学校全体の佇まいを映し出し、訪れた方の心を優しく解きほぐし、そこに立

つ子どもの姿が、とてもまぶしく、輝いて見えました。 

「こんにちは」という言葉の根っこをたどると、かつて人々が交わしていた「今日は、ご機嫌い

かがですか」「今日は、よいお天気ですね」という長い問いかけに行き着くといいます。 

省略された言葉の余白に、日本人はずっと昔から「相手をおもんばかる気持ち」をそっと潜ませ

てきました。だからこそ、その挨拶を耳にしたとき、私たちの心には理屈を超えた心地よさが、す

っと染み渡っていくのではないでしょうか。 

あの子がお客様に手渡した「こんにちは」のなかにも、言葉にはならない「ようこそ」「お元気

ですか」という、相手の存在をそっと慈しむ心の動きが含まれていたのだと思うのです。 

今日も、臼田小学校のあちこちで「おはようございます」「こんにちは」という声が聴こえてき

ます。誰かの存在を認め、その人の「今日」にそっと心を寄せるように挨拶ができる子どもたちが、

一人、また一人と増えています。 

そんな小さな思いやりの手渡しの積み重ねが、子ども同士の絆を紡ぎ、この臼田の未来を静かに、

けれど確かに明るく拓いていってくれるのだと信じています。 

短冊に託された、ひそやかな祈り 

１年生の廊下に、青々とした七夕飾りが揺れていました。短冊には、覚えたての文字で書かれた願

いごとが並んでいます。「かぞくでなかよくすごせますように」「かんごしになれますように」「よ

うちえんのせんせいになれますように」「かぞくがげんきですごせますように」。一つひとつを読み

進めるうちに、胸の奥がじんわりと熱くなりました。 

人が「願う」ということは、単に欲しいものを求めることではあり

ません。「この世界は、自分が願ってもいい温かい場所なのだ」と信

じ、未来へ向けて心をそっと拓いていく、ひそやかな営みです。 

短冊を見つめて気付くことは、その願いのどれもが「自分ひとり」

で完結していないことです。大好きな家族の幸せを祈る心。かつて自

分を包んでくれた大人のぬくもりにあこがれ、今度は自分が誰かを笑

顔にしたいと願う心。１年生という幼い佇まいの中に、すでに「他者

を想い、共に生きる」という人間としての美しい芽吹きを感じます。 

自分以外の誰かの幸せと、自分の幸せが重なり合っていること。風に

そよぐ短冊の向こうで笑い合う子どもたちの姿に、そんな誇らしくも

愛おしい「祈り」が静かに息づいています。この小さな願いごとを、

これからもご家庭や地域の皆さんと共に優しく見守っていきたいと

思います。 

一人一人が輝き つながり 未来を拓く  
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その立ち振る舞い 

昨日の音楽集会でのことです。会場へ向かう廊下で、静かですが、胸が熱くなるような光景に出

会いました。 

本校には、「廊下や階段では、自分より下級生を優先する」という大切なルールがあります。身

体の小さな下級生をいたわる気持ちを育むためであり、万が一のときに階段でのパニックや押し合

いを防ぐための、安全を守る約束事でもあります。しかし、それは単なる頭で覚えたルールではな

く、子ども達の身体に優しさとして息づいているのだと、昨日の姿を見て実感しました。 

５年生のあるクラスが集会へと向かい、階段を降りていったときのことです。先頭を歩いていた

係の子が、階段を下りきったところで、横から２年生の小さな列が通りかかったことに素早く気づ

きました。その子は、まるで風がふっと止むように、自然にその場に歩を止めました。驚いたのは、

そのあとの後続の子ども達の姿です。「どうして止まったの？」といったザワザワとした心の揺れ

や、不満の声は一切起こりませんでした。前を行く子の背中越しに、幼い２年生たちが一生懸命歩

いていく姿を悟ると、そのクラス全体が静かにその歩みを見守ったのです。そこには、下級生の歩

幅に寄り添うような、温かい無言の空気が流れていました。やがて２年生の列が過ぎ去ると、先頭

の子がそっと数歩前へ出て後続の２年生がいないことを確認するともとの列へと戻り、何事もなか

ったかのように再び歩を進めました。後ろの子どもたちも、静かにそれに続いていきます。 

一連の動きに、一切の迷いがありません。言葉で「譲りなさい」と指示されたからではなく、自

分たちの内側にある思いやりと自律心に従って、ごく当たり前にとられた行動。その無駄のない、

あまりにもしなやかな立ち振る舞いに、私は心の中で「これが、高学年の佇まいなのだ」と感嘆の

声を漏らしそうになるのを、必死で抑えました。 

入場が終わったあと、私はたまらずその子のもとへ歩み寄り、「すばらしい立ち振る舞いだった

ね」と声をかけずにはいられませんでした。照れくさそうにしたその子の背中に、頼もしい高学年

としての輝きが確かに宿っていました。 

誰かに誇るためではなく、小さな存在を慈しみ、当たり前に譲り合う。そんな子ども達の美しく

健やかな姿が、臼田小学校の日常をどこまでも豊かに彩ってくれています。 

学校閉庁日について【８月 10日～16日までは学校閉庁日となります。】 

※保護者による緊急時の連絡は、 

８/１０～１４の８：３０～１７：１５については→教育委員会（０２６７－６２－３４７８）へ 

  それ以外の場合は → 市役所宿直（０２６７－６２－２１１１）へお願いします。 

１学期終業式の校長講話より 

 今日は一学期の終業式です。みんなで学校教育目標を言ってみましょう。 

「一人一人が輝き つながり 未来を拓く」 

これに向かって今年も各学級で探究の学び「コスモタイム」始まっています。皆さんの学級で友だ

ちと先生と本気になって「知りたい」「やりたい」「できるようになりたい」「伝えたい」を実現し

ていくことを願っています。先生も皆さんの探究の学びの良さを「わくわく、どきどき」しながら

見つけていきたいと思います。 

 さて、先生から夏休みに取り組んでほしいことの提案です。 

それは、今年もやります紙飛行機大会です。 

 家の人や友だちと相談してもＯＫです。 

明日から楽しみにしている夏休みですね。夏休み中も一人一人が輝けるチャレンジをして、人とつ

ながり、新たな自分を発見できる休みにしてほしいと願っています。二学期元気に会いましょう。 

キャサリン先生 

 １学期末をもって、キャサリン先生がお辞めになりご自身の新たな人生を進んでいくことになり

ました。３年間お勤めいただき、本校の子ども達が学ぶ英語をとても楽しいものに変えてください

ました。本当にありがとうございました。 

 


